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市の人口と予算
【人口・世帯】〈３月１日現在〉
合計＝ 150,406人 （△ 56）（ ）内は前月比
男 ＝ 74,653人 （△ ４）
女 ＝ 75,753人 （△ 52）
世帯＝ 53,496世帯 （△ ３）
【予算】〈３月１日現在〉
一 般 会 計＝33,324,507千円
特別・企業会計＝33,113,893千円

障
害
を
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

生
活
や
競
技
な
ど
に
つ
い
て
理
解

し
、
思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で
も

ら
お
う
と
、
今
月
三
日
、
西
初
石

小
学
校
で
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委
員
会
と
全
国

で
最
も
古
い
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
東
京
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
ク
ラ
ブ
」
の
選
手
の
皆
さ
ん

を
招
い
て
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
で
交
流
会
を
催
し
ま
し
た
。

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま

る
と
、
き
び
き
び
と
し
た
選
手
の

プ
レ
ー
と
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

で
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、

初
め
て
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

い
ざ
や
っ
て
み
る
と
「
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
」「
自
分
の
顔
よ
り

も
大
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

投
げ
よ
う
と
し
て
も
力
が
入
ら
な

い
」
な
ど
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
選
手
は
、「
不
慮
の

事
故
に
よ
り
、
自
分
の
足
で
歩
く

こ
と
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
自
分

を
支
え
て
く
れ
た
の
は
家
族
や
友

達
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
分
一
人

だ
け
で
は
な
い
、
身
体
が
不
自
由

で
も
や
ろ
う
と
思
え
ば
何
で
も
で

き
る
の
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
れ

た
の
は
、
こ
の
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
の
出
会
い
だ
っ
た
」

と
会
場
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

体
験
の
後
、
子
ど
も
た
ち
の

「
ど
う
し
た
ら
強
く
な
れ
る
の
で

す
か
」「
車
椅
子
の
ス
ピ
ー
ド
は

ペ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
に
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
他

人
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
た
り
、

恐
怖
を
与
え
る
な
ど
と
い
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
も
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。ペ

ッ
ト
を
飼
う
際
に
は
、
最
低

限
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

①
放
し
飼
い
は
し
な
い

②
ふ
ん
の
後
始
末
は
き
ち
ん
と

す
る③

動
物
を
増
や
し
た
く
な
い
方

は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
（
捨

て
犬
や
、
捨
て
猫
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
も
）

④
し
つ
け
を
す
る

⑤
病
気
か
ら
動
物
を
守
る

⑥
終
生
世
話
を
す
る

以
上
の
こ
と
を
守
り
、
正
し
い

～必ず投票しましょう～
※詳細は２面参照
□問選挙管理委員会事務局�50－
６１００
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今
月
十
八
日
�
十
二
時
十
五
分
か

ら
千
葉
テ
レ
ビ
放
送
（
46
ch
）
で
、

本
市
紹
介
番
組
「
魅
力
い
っ
ぱ
い
ふ

る
さ
と
流
山
」
が
放
映
さ
れ
ま
す
。

番
組
で
は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

平
成
十
三
年
第
一
回
定
例
市

議
会
が
、
先
月
二
十
二
日
に
開

会
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
四
十
二

議
案
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成

十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
や
平

成
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
の
予
算
関
係
十
六
件
の

ほ
か
、
市
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
な
ど
の
条
例
関
係
十
九

件
、
そ
の
他
七
件
。
会
期
は
明

日
十
六
日
ま
で
の
二
十
三
日
間

の
予
定
で
す
。

（
関
連
記
事
４
〜
６
面
）

定
例
市
議
会

審
議
中

を
紛
失
し
た
場
合
は
、
料
金
を
確
認

の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
犬
を
連
れ
て
市
外
か
ら
転
入

し
て
き
た
方
で
、
犬
の
登
録
変
更
手
続

き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
場
合
や
死
亡
し

て
い
る
場
合
に
は
、
届
け
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
環
境
保
全
課

で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
振
替
日
も
雨
の
場
合
は
、
新
た

に
集
合
注
射
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

最
寄
り
の
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い

□問
環
境
保
全
課
�
50
―

６
０
８
３

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
四
月

九
日
か
ら
市
内
二
十
二
会
場
で
実
施
し
ま

す
。飼

い
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、

一
生
の
う
ち
一
回
の
登
録
と
毎
年
一
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

す
で
に
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
の
皆

さ
ん
に
は
、
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま
し

た
の
で
、
都
合
の
よ
い
会
場
に
ハ
ガ
キ
を

持
参
し
、
犬
に
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

今
回
初
め
て
登
録
す
る
場
合
や
ハ
ガ
キ

犬の登録と
狂犬病予防注射

広報ながれやまは、４月１日
号から文字を大きくするととも
に、連載記事や情報ボックスコ
ーナーの見直しを図ります。今
後も読みやすく見やすい紙面づ
くりを目指します。
□問秘書広報課�50－６０６３
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次号から紙面が変わります

�
魅
力
い
っ
ぱ
い
ふ
る
さ
と
流
山
�

18
日
�
に
千
葉
テ
レ
ビ
で
放
映

犬の登録と狂犬病予防注射の日程

実施日 会　場 時　間 雨天振替日

４月９日�

赤城神社

宮園１号公園

南流山中央公園

鰭ケ崎２号公園

９:15～10:15

10:40～11:50

13:10～14:25

14:50～15:35

４月16日�

４月10日�

八木南１号公園

東部公民館

向小金ふれあい公園

松ケ丘公園

９:15～10:00

10:25～11:50

13:10～14:10 

14:35～15:35

４月17日�

４月11日�

平和台２号公園

江戸川台西自治会館

江戸川台２号公園

東深井地区公園

９:15～10:25

10:50～11:50

13:10～14:10

14:35～15:35

４月18日�

４月12日�

野々下１号公園

駒木第2こどもの遊び場

美田２号公園

駒木台２号公園

９:20～10:30

10:55～11:50

13:10～14:10

14:35～15:35

４月19日�

４月13日�

市民総合体育館

若葉１号緑地

真和自治会館

運河水辺公園

９:15～10:30

10:55～11:50

13:10～14:10

14:35～15:35

４月20日�

４月14日�
北部公民館

文化会館

９:30～11:30

13:00～15:00
４月21日�

【平成13年度の料金】

初めて登録する場合　6,300円（登録・注射）

登録済みの場合　　　3,300円（注射）

巧みなフットワークを披露○左車椅子バスケットに初挑戦○右

す
ご
く
速
い
け
ど
、
け
が
は
し
な

い
ん
で
す
か
」「
車
椅
子
に
乗
っ

て
い
て
、
困
る
こ
と
は
な
い
で
す

か
」
な
ど
と
い
っ
た
質
問
に
、
選

手
の
皆
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら

し
く
、
障
害
を
乗
り
越
え
て
き
た

体
験
な
ど
を
自
信
に
満
ち
た
笑
顔

で
答
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
楽
し

み
と
、
生
き
て
い
く
な
か
で
何
か

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
は
、
自
分

は
一
人
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
、
自
分
に
で
き
る
能
力
を

伸
ば
し
、
前
向
き
に
生
き
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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車
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子
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で
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車
椅
子
バ
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で
心
の
交
流

第
１
回

飼
い
方
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人

と
動
物
と
の
共
存
が
成
り
立
っ

て
、
動
物
も
本
当
の
意
味
で
家
族

の
一
員
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を

整
備
す
る
一
環
と
し
て
、
自
治
会

が
飼
い
犬
の
適
正
管
理
を
呼
び
掛

け
る
た
め
の
啓
発
看
板
等
を
作
製

す
る
経
費
の
一
部
に
対
し
、
補
助

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
は
自
治
会
、
補
助
金
の
額

は
一
自
治
会
当
た
り
、
経
費
の
五

分
の
二
の
額
で
、
一
年
度
に
五
万

円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

ま
た
、
	
県
獣
医
師
会
・
�
県

動
物
保
護
管
理
協
会
で
は
、
捨
て

犬
や
、
捨
て
猫
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の

一
部
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
金
額
や
応
募
期
間
な
ど
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を
。

□問
環
境
保
全
課
�
50
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０
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１
０
４
７

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
ヂ
ン
ガ
ラ
餅
行

事
」
や
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴

史
と
文
化
が
残
る
流
山
が
紹
介
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□問
秘
書
広
報
課
�
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―
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4月から家電リサイクル法がスタート
不要家電製品の出し方にご注意を

家電リサイクル法が、来月１日からスタートします。この法律
が施行されると、対象となる洗たく機、ブラウン管テレビ、エア
コン、冷蔵庫は、原則として清掃事務所に粗大ごみとして出せな
くなります。処分する場
合には、小売業者等に有
料（右表参照）で、引き
渡すことになりますので
ご注意ください。
□問リサイクル推進課�
50－６０８４／清掃事務
所�54－５５０１

引き取ってもらうとき支払う料金

※リサイクル料金は大きさに関係なく、一部の
メーカーを除き同額です

料金（リサイクル料金＋収集運搬費）※税別品　目

洗たく機

ブラウン管テレビ

エアコン

冷蔵庫

2,400円＋収集運搬費

2,700円＋収集運搬費

3,500円＋収集運搬費

4,600円＋収集運搬費

３月25日 ¶は
千葉県知事選挙の投票日

aaaaaaaaaaaaaa

ペットの飼育は
マナーと愛情を持って
3月20日は「動物愛護デー」

！
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ハ
ー
ト



平成13年３月15日（木曜日） （２）第９９０号

北部中１年　金子奈都美さんの

作品（千葉県選挙啓発標語佳作）

選
挙
の
日

あ
な
た
が
主
役

清
き
一
票

3月25日は千葉県知事選挙
～当日、都合の悪い方は不在者投票を ～

「
第
十
六
回
千
葉
県
知
事
選
挙
」

が
、
今
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
ま

す
。不

在
者
投
票
は
、
投
票
日
前
日

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

で
都
合
が
悪
い
方
は
、
不
在
者
投

票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
届
け
よ
う
　
熱
い
ハ
ー
ト
を

一
票
で
」

―
あ
な
た
の
大
切
な

一
票
で
す
。
棄
権
せ
ず
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

【
投
票
日
と
投
票
時
間
】

３
月
25
日
�
７
時
〜
20
時

【
投
票
所
】

市
内
三
十
九
か
所
。
投
票
所
入

場
整
理
券
の
裏
面
に
書
か
れ
て
い

る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
票
で
き
る
方
】

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
（
昭
和
五
十
六
年
三
月

二
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本

国
籍
を
有
す
る
方
で
、
平
成
十
二

年
十
二
月
七
日
ま
で
に
本
市
に
住

民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
三
か
月

以
上
居
住
し
て
い
る
方
）。

投
票
日
ま
で
に
県
外
に
転
出
し

た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
が
、
県
内
の
他
市
町

村
に
転
出
し
た
場
合
（
一
回
に
限

る
）
は
、
転
出
先
の
市
町
村
長

（
市
民
課
等
）
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨

の
証
明
書
」
を
持
参
す
れ
ば
、
本

市
で
投
票
で
き
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
他
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

が
、
平
成
十
二
年
十
二
月
八
日
以

降
に
転
入
し
た
と
き
は
、
前
住
所

地
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

【
入
場
整
理
券
】

入
場
整
理
券
は
す
で
に
郵
送
し

ま
し
た
。
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
四
人

ま
で
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
切
り
離
し
て
各
自
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

届
い
て
い
な
い
場
合
や
紛
失
し

た
場
合
で
も
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

【
不
在
者
投
票
】

投
票
日
前
日
の
二
十
四
日
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
入
場
整
理

券
を
持
参
し
て
、
流
山
市
役
所
第

一
庁
舎
一
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
は
、
八
時
三
十
分
か
ら
二

十
時
ま
で
。
土
・
日
曜
、
祝
日
も

投
票
で
き
ま
す
。

問い合わせ
市選挙管理委員会事務局
�50－6100

東
深
井
中
１
年
　
笠
井
智
世
さ
ん
の
作
品
（
千
葉
県
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
優
良
賞
）

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
三
月
一

日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
者

数
は
、
十
二
万
三
百
九
十
人
（
前

回
比
百
四
十
八
人
増
）
で
す
。

男
女
別
で
は
、
男
性
が
五
万
九

千
六
百
六
十
二
人
、
女
性
が
六
万

選
挙
人
名
簿
の

登
録
者
数
を
発
表

七
百
二
十
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
登
録
者
数
の
発
表
は
、
正

確
な
有
権
者
数
を
把
握
す
る
た

め
、
年
四
回
行
っ
て
い
ま
す
。

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
50
―

６
１
０
０

お
年
寄
り
が
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
、
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
市
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
う
ち
、
在
宅
の
高
齢
者
向

け
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

元
気
で
自
立
し
た
生
活
を
応
援

在
宅
高
齢
者
向
け
の
3
サ
ー
ビ
ス

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
そ
の

必
要
性
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
提
供

や
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
＝
①
生
活

管
理
支
援
（
家
事
援
助
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
）
②
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
の

活
動
）
③
生
活
管
理
指
導
短
期
宿

泊
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
）
▽
対
象
＝
要
介
護

認
定
で
非
該
当
（
自
立
）
と
な
っ

た
65
歳
以
上
の
方
等
（
サ
ー
ビ
ス

ご
と
に
対
象
・
利
用
限
度
等
の
制

限
あ
り
）
▽
利
用
料
等
＝
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
金
相
当
ま
た

は
実
費
の
負
担
▽
利
用
・
登
録
方

法
＝
事
前
に
申
請
書
を
高
齢
者
支

援
課
に
提
出

□問
高
齢
者
支
援
課
�
50
―

６
０

８
０

身体に障害のある方を対象に
4月から各種講座を開講

身体に障害を持つ方を対象に、楽しみながら身体機能の維持向上や趣味
を広げることができる各種講座などを開催します。

期　　間 ４月１日～平成14年３月31日
対　　象 市内在住の身体に障害のある方
受 講 料 無料（教材費は自己負担）
場　　所 市身体障害者福祉センター
申し込み 電話またはファックスで市身体障害者福祉センターへ
□問市身体障害者福祉センター�55－３６３８�53－３４３７

講　座　名 日 程 時　　間 定員（先着順）

水墨画講座

カラオケ講座

手芸講座

音楽講座（楽器を使ったリハビリ）

機能回復訓練（理学療法･作業療法）

月曜（全18回）

第１月曜（全12回）

火曜（全30回）

第1･3木曜（全23回）

木・金曜（各26回) 

13:00～15:00

10:00～12:00

10:00～15:00

10:00～15:00

10:00～15:00

15人

15人

20人

15人

各15人

夜
間
の
犯
罪
の
未
然
防

止
と
、
歩
行
者
等
の
安
全

確
保
の
た
め
、
宝
く
じ
助

成
事
業
に
よ
り
、
こ
の
ほ

ど
東
深
井
小
・
中
学
校
の

通
学
路
な
ど
、
四
地
区
に

七
基
の
防
犯
灯
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全
な
発

展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報

を
目
的
と
し
て
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
助
成
で
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

□問
生
活
安
全
課
�
50
―

６
０
７
８

通
学
路
に
７
基
の

防
犯
灯
を
新
設

下水道接続できれいな川に

使用できる区域が拡大
対象区域の方は早めに接続を

公共下水道

公
共
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区

域
が
新
た
に
広
が
り
ま
す
。

対
象
区
域
に
住
む
方
は
、
今
ま

で
側
溝
な
ど
に
流
し
て
い
た
家
庭

か
ら
の
雑
排
水
を
一
年
以
内
に
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し

て
い
る
方
も
接
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
く
み
取
り
式
ト
イ
レ

は
三
年
以
内
）。
切
り
替
え
工
事

に
つ
い
て
は
「
水
洗
便
所
改
造
資

金
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利
子
補
給

制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
切
り
替
え
工
事
は
、
市

指
定
の
下
水
道
工
事
店
で
し
か
行

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
は
、
自
分
の
区
域

が
新
た
な
公
共
下
水
道
区
域
か
ど

う
か
確
認
で
き
る
よ
う
、
そ
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

【
供
用
開
始
地
区
】

①
３
月
31
日
供
用
開
始
…
こ
う

の
す
台
、
加
５
・
６
丁
目
、
西
初

石
３
丁
目
、
平
和
台
４
・
５
丁
目
、

大
字
流
山
、
大
字
鰭
ケ
崎
、
野
々

下
５
・
６
丁
目
、
松
ケ
丘
５
丁
目
、

東
初
石
１
〜
４
丁
目
、
美
田
の
各

「排水設備の清掃をしませんか──などと、各家庭を
訪問している業者がいる」との問い合わせが市に寄せら
れています。しかし、市とは一切関係ありませんので、
説明をよく聞き、各自の判断で対応するようお願いしま
す。
なお、不明な点がある場合には、下水道業務課にお問
い合わせください。
□問下水道業務課�50－６０９６

こんな業者には各自の判断で対応を
一
部
約
20
ha

②
４
月
１
日
供
用
開
始
…
西
初
石

4
丁
目
、
大
字
三
輪
野
山
、
大
字
西

平
井
、
野
々
下
６
丁
目
、
東
初
石

１
・
４
丁
目
の
各
一
部
約
11
ha

【
縦
覧
】

▽
縦
覧
期
間
＝
い
ず
れ
も
3
月
16

日
�
〜
29
日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
▽
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17

時
▽
場
所
＝
下
水
道
業
務
課

□問
下
水
道
業
務
課
�
50
―

６
０
９
６

！

宝 く じ
助成事業
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4
月
か
ら
新
し
い
保
険
証
に

有
効
期
限
は
来
年
３
月
ま
で

国民健康保険国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
四

月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
今
月
二
十

三
日
ご
ろ
、
世
帯
主
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
。
有
効
期
限
は
平
成
十
四

年
三
月
三
十
一
日
で
す
。

今
ま
で
の
保
険
証
は
四
月
一
日

か
ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

国
保
年
金
課
ま
た
は
最
寄
り
の
出

張
所
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
は
、
他
の
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
以
外

の
、
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
左
表
の
よ
う
に
異
動
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、世
帯
主
が
十
四
日

以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者
は

2
割
負
担
に
軽
減

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
加
入

期
間
が
二
十
年
以
上
、
ま
た
は
四

十
歳
以
降
に
十
年
以
上
の
公
的
年

金
（
国
民
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど

を
除
く
）
を
受
給
し
て
い
る
方
が
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場

合
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
の
対

象
と
な
り
、
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
三
割
か
ら
二
割
に
軽
減
さ
れ

ま
す
（
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を

受
け
る
方
を
除
く
）。

該
当
す
る
方
は
、
年
金
証
書
と

保
険
証
を
持
っ
て
国
保
年
金
課
ま

た
は
出
張
所
で
届
け
出
を
。

収
入
が
基
準
以
下
の
方
は

社
会
保
険
の
扶
養
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
収
入
が
一
定
金
額
以
下
の

場
合
は
、
家
族
が
勤
務
先
で
加
入

し
て
い
る
社
会
保
険
の
扶
養
に
な

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
の
扶
養
に
な
る
と
国

保
料
を
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
。
社
会
保
険
料
は
被
保
険
者

が
増
え
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

扶
養
認
定
基
準
額
は
、
年
間
収

入
が
百
三
十
万
円
（
六
十
歳
以
上

の
方
お
よ
び
障
害
者
の
方
は
百
八

十
万
円
）
未
満
で
す
。
※
社
会
保

険
に
よ
り
認
定
基
準
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
勤

務
先
に
問
い
合
わ
せ
を

医
療
分
の
保
険
料

料
率
の
見
直
し
を
検
討

国
保
の
財
政
運
営
は
、
景
気
の

低
迷
が
続
く
中
、
収
入
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
一
方
、
医
療
費
の
支
出

が
伸
び
て
お
り
、
依
然
厳
し
い
状

況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
平
成

九
年
度
以
来
四
年
間
据
え
置
い
て

き
た
医
療
分
の
保
険
料
率
の
改
正

に
つ
い
て
、
現
在
、
市
議
会
で
審

議
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
保
財
政
を
健
全
に
運
営
す
る

た
め
に
は
、
国
保
制
度
に
つ
い
て

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要

で
す
。
国
保
料
を
ま
だ
納
め
て
い

な
い
方
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
で

至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
付
困
難
な
方
を

対
象
に
相
談
会

病
気
や
け
が
、
そ
の
他
の
事
情

で
国
保
料
の
納
付
が
困
難
な
方
を

対
象
に
、
出
張
納
付
相
談
会
を
開

き
ま
す
。

特
別
な
事
情
が
な
い
ま
ま
国
保

料
を
納
付
し
な
い
と
、
短
い
期
間

し
か
使
え
な
い
「
短
期
被
保
険
者

証
」
や
自
己
負
担
が
十
割
の
「
資

格
証
明
書
」
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

▽
期
日
／
会
場
＝
①
４
月
17
日

�
／
北
部
公
民
館
②
４
月
18
日

�
／
初
石
公
民
館
③
４
月
19
日

�
／
南
流
山
セ
ン
タ
ー
④
４
月
20

日
�
／
東
部
公
民
館
⑤
４
月
22
日

�
／
市
役
所
国
保
年
金
課
▽
時

間
＝
①
〜
④
は
13
時
30
分
〜
16
時

30
分
、
⑤
は
10
時
〜
16
時
30
分

区分 こんなとき 持参するもの

国
保
に
加
入

転入してきたとき

他の健康保険をやめたとき

生活保護を受けなく

なったとき

子どもが生まれたとき

転出したとき

他の健康保険に加入

したとき

生活保護を受けること

になったとき

国
保
を
や
め
る

死亡したとき

そ
　
の
　
他

退職者医療制度に該当

したとき

退職者医療制度に該当

しなくなったとき

住所、世帯主、氏名

などが変わったとき

保険証をなくしたり、汚れ

て使えなくなったとき

就学のため、子どもが他の

市区町村に下宿するとき

長期旅行などで個別の

保険証が欲しいとき

転出証明書

社会保険の離脱証明書等

保護廃止決定通知書

印かん、保険証、預金通帳

保険証

国保と社保の保険証

保険証、保護開始決定

通知書

印かん、保険証、喪主の預金通帳

保険証、年金証書

保険証

保険証

使えなくなった保険証、

身分を証明するもの

保険証、在学証明書

保険証

保険料の仕組みなどを
わかりやすく解説

～29日に制度説明会～

平
成
十
三
年
度
分
の
「
あ
ん

ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
、
は

り
及
び
き
ゅ
う
施
設
利
用
助
成

券
」
の
申
請
を
、
き
ょ
う
十
五

日
か
ら
国
保
年
金
課
と
各
出
張

所
で
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者
は
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
四
十
五
歳
以

上
の
方
（
滞
納
世
帯
は
不
可
）。

な
お
、
利
用
券
の
発
送
は
四

月
以
降
と
な
り
ま
す
。

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
等
の
助
成
券

申
請
を
き
ょ
う
か
ら
受
け
付
け

人
間
ド
ッ
ク
を
利
用
す
る
際

に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
国
民
健

康
保
険
が
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
費
用
の
八
割
を

助
成
し
、
自
己
負
担
は
二
割
で
し

た
が
、
四
月
一
日
か
ら
は
七
割
の

助
成
に
変
更
に
な
り
、
自
己
負
担

は
三
割
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、

国
保
加
入
期
間
が
一
年
以
上
で
、

本
市
で
実
施
す
る
基
本
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
三
十
五
歳
以
上

の
方
で
す
。
※
滞
納
世
帯
は
不
可

人
間
ド
ッ
ク

自
己
負
担
が
3
割
に

問い合わせ

国保年金課
�50－6077

「
絶
対
に
儲
か
る
と
説
明
さ

れ
た
」「
い
く
ら
断
っ
て
も
契

約
す
る
ま
で
居
座
る
の
で
仕
方

な
く
契
約
し
た
」

―
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎
日
多
く

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
（
左

グ
ラ
フ
参
照
）。

規
制
緩
和
な
ど
を
背
景
と
し

た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
取
り
引

き
方
法
の
多
様
化
に
伴
い
、
消

費
者
と
事
業
者
の
間
で
結
ぶ
契

約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
割
り

合
い
は
、
年
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ

ル
か
ら
消
費
者
を
守
る
た
め
、

四
月
一
日
か
ら
「
消
費
者
契
約

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

消
費
者
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
左
表
の
三
点
で
す
。

施
行
に
よ
り
、
前
述
の
よ
う

な
契
約
は
、
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、

「
い
か
な
る
場
合
も
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
消
費
者

に
一
方
的
に
不
利
な
契
約
条
項

も
無
効
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
消
費
者
契
約
法
は
、

あ
く
ま
で
も
事
業
者
と
消
費
者

の
民
事
ル
ー
ル
で
あ
り
、
自
己

責
任
を
前
提
に
し
て
い
る
も
の

で
す
。
契
約
を
す
る
前
に
、
そ

の
内
容
を
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
た
場
合
に
は
、
早
め
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
へ
相
談
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�
58

―

０
９
９
９

相談件数の推移

3つのポイント
すべての消費者契約が対象に
消費者が事業者と締結したすべ

ての契約に適用されます。ただし、
労働契約は除きます。

契約の締結過程に係わる
トラブルの解決

「販売時の説明がうそだった」
「契約しないと事務所から帰してく
れない」など事業者の不適切な行
為により、自由な意志決定が妨げ
られたことによって結んだ契約を
取り消すことができます。

契約条項に係わる
トラブルの解決

事業者に生じる損害を上回る高
額なキャンセル料を設定した条項
など、消費者に一方的に不利な条
項が定められているときは、その
条項を無効にすることができます。

納
め
忘
れ
て
い
る
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
と
国
民
年
金
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
付
け
る
「
年
金

出
張
納
付
相
談
会
」
を
、
今
月
十

八
日
に
各
公
民
館
な
ど
市
内
五
会

場
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
や

届
け
出
も
れ
が
あ
る
と
、
老
齢
基

礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
３
月
18
日
�
10
時
〜

15
時
▽
会
場
＝
①
北
部
公
民
館
②

初
石
公
民
館
③
東
部
公
民
館
④
南

流
山
セ
ン
タ
ー
⑤
市
役
所

□問
国
保
年
金
課
�
50
―

６
１
１
０

国民年金保険料の
納付と相談を受け付け
～今月18日に市内5会場で～

平和条約国籍離脱者等である
戦没者遺族等に弔慰金等を支給
「平和条約国籍離脱者等である戦没者遺族等に対する

弔慰金等の支給に関する法律」が４月１日から施行され

ます。これに伴い、次の方々に弔慰金等が支給されます。

請求期間は平成16年３月31日までです。詳細は問い合わ

せを。

▽対象（支給内容）＝昭和12年７月７日以後の公務傷

病により①昭和16年12月８日以降に亡くなられた方の遺

族（弔慰金260万円）②重度の障害状態にある方（見舞金

等400万円）③重度の障害状態にあった方の遺族（弔慰金

260万円）

□問県社会福祉課�０４３－２２３－２３４６

国民健康保険制度は、毎年のように改正が行われて
います。特に、ことし１月には、高額療養費の自己負
担限度額の見直しや海外療養費の創設、住所地特例の
対象拡大などを柱とする健康保険法等の改正がありま
した。
市では、国民健康保険に加入している方や、これか
ら加入を予定している方を対象に、制度の説明会を開
催します。
資格の届け出方法や保険給付の内容、保険料の仕組
みなどについてやさしく解説します。
▽日時＝３月29日�13時30分～15時▽会場＝北部公
民館▽定員＝30人（先着順）▽内容＝資格の届け出方
法、保険給付の種類、保険料の仕組みなどを分かりや
すく解説▽申し込み＝きょう15日から電話で国保年金
課へ
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消
費
者
の
強
い
味
方

「
消
費
者
契
約
法
」
が
施
行
に

！
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施
政
方
針
と
主
な
事
業

平
成
13
年
度

地
方
分
権
時
代
の
幕
開
け
と
と

も
に
、
地
域
の
こ
と
は
、
地
域
自

ら
が
決
定
、
実
施
す
る
と
い
う
地

方
自
治
本
来
の
あ
り
方
が
求
め
ら

る
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。
地
方

自
治
体
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
、
創
造
性
に
富
ん
だ

新
し
い
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
市
で
は
、

市
民
の
声
を
的
確
に
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
行
政
を
展
開
し
て
い
く
新

行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｐ

21
）
を
導
入
し
ま
す
。
こ
の
新
た

な
行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
は
、
事

業
･
施
策
の
有
効
性
･
必
要
性
を

考
察
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
た
施
策
を
選
択
し
て
い
く
た

め
に
、
政
策
・
事
業
評
価
シ
ス
テ

ム
、
事
業
別
予
算
シ
ス
テ
ム
、
事

業
別
定
員
管
理
シ
ス
テ
ム
の
「
三

つ
の
ツ
ー
ル
」
の
開
発
と
、
こ
れ

ら
ツ
ー
ル
を
最
大
限
に
活
用
す
る

「
誰
も
が
分
か
り
や
す
い
新
た
な

行
財
政
運
営
」
を
柱
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
地
方
分
権
の
到
来

に
対
し
、
何
が
ど
う
変
わ
り
、
市

民
の
た
め
に
何
を
す
る
の
か
」

「
施
策
・
事
業
は
、
市
民
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
」「
限
ら

れ
た
財
源
を
、
市
民
の
た
め
に
最

大
限
に
活
用
す
る
コ
ス
ト
の
追

求
」
の
三
点
を
行
政
が
明
確
に
す

る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
を

最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
弾
力
の
あ
る
組
織
の
構
築
、

職
員
の
政
策
企
画
･
経
営
能
力
や

サ
ー
ビ
ス
意
識
の
向
上
な
ど
、
組

織
改
革
や
職
員
の
意
識
改
革
は
欠

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

今
後
は
、
二
十
一
世
紀
を
支
え
る

知
的
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
職
員

の
発
掘
・
育
成
･
登
用
を
課
題
と

し
、
実
践
力
の
あ
る
職
員
の
育
成

を
含
め
た
行
政
改
革
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
最
重
要
施
策
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
事
業
を
展
開

す
る
う
え
で
、
次
の
三
点
を
念
頭

に
置
き
市
政
を
推
進
し
て
行
き
ま

す
。
ま
ず
第
一
は
「
信
念
と
誇
り

を
抱
き
市
政
を
変
革
し
て
い
く
こ

と
」。
第
二
に
「
行
政
の
普
遍
の

目
標
で
あ
る
市
民
福
祉
・
市
民
生

活
の
向
上
を
追
い
求
め
続
け
る
こ

と
」。
第
三
に
「
市
民
の
声
と
、

議
会
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
」
で
す
。
二
十
一
世
紀
の

市
民
が
求
め
て
い
る
施
策
を
展
開

す
る
た
め
、
以
上
三
点
を
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
に
連
動
さ
せ
な
が
ら
魅

力
に
溢
れ
た
流
山
を
創
造
し
て
行

き
ま
す
。

常
磐
新
線
の
進
捗
状
況
は
、
平

成
十
三
年
一
月
末
時
点
で
工
事
着

手
率
が
六
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
の

ぼ
り
、
市
内
で
も
、
江
戸
川
橋
梁

工
事
や
南
流
山
駅
周
辺
の
ト
ン
ネ

ル
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
新
市
街
地
地
区
内
お
よ
び
運

動
公
園
周
辺
地
区
の
駅
部
・
高
架

橋
の
土
木
工
事
が
発
注
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
常
磐
新
線
と
の
結

節
駅
と
な
る
Ｊ
Ｒ
南
流
山
駅
で

施政方針を説
明する市長

十余二高架橋工事の安全
祈願祭で祝辞を述べる市長

最

重

要

施

策

市
政
運
営
の
基
軸
と
な
る

常
磐
新
線
お
よ
び

沿
線
整
備
事
業

高
齢
者
お
よ
び

障
害
者
福
祉

廃
棄
物

処
理
対
策

は
、
増
加
す
る
旅
客
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
二
か

年
で
駅
舎
の
改
築
が
行
わ
れ
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
車
椅
子
対
応
の

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
も
と
に
高
齢
者

等
に
や
さ
し
い
駅
に
改
築
が
図
ら

れ
る
予
定
で
す
。

沿
線
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

は
、
西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
が
換

地
設
計
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
工
事
を
含
め
、

平
成
十
三
年
度
か
ら
の
工
事
工
程

に
併
せ
て
順
次
、
仮
換
地
指
定
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
常
磐
新
線
の
鉄
道
名
称

は
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」、
沿

線
地
域
の
愛
称
は
「
み
ら
い
平
・

い
ち
さ
と
」
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

廃
棄
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
三
年
度
を
第
一
期
の
目
標

年
度
と
す
る
「
ご
み
減
量
・
資
源

化
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
ご
み

減
量
・
資
源
化
推
進
協
議
会
、
廃

棄
物
減
量
等
推
進
員
の
推
進
組
織

の
活
用
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

等
に
よ
り
、
ご
み
減
量
・
資
源
化

の
目
標
達
成
に
努
め
ま
す
。

生
ご
み
肥
料
化
処
理
機
の
購
入

に
対
す
る
補
助
金
は
、
新
年
度
か

ら
補
助
率
お
よ
び
最
高
限
度
額
を

引
き
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
、

埋
め
立
て
処
分
し
て
い
る
焼
却
灰

を
エ
コ
セ
メ
ン
ト
事
業
化
に
移
行

し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
お
よ
び
ご

み
焼
却
施
設
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
用
地
取
得
を
行

い
、
平
成
十
三
年
度
内
に
工
事
に

着
手
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

平
成
十
四
年
度
中
の
稼
働
、
ご
み

焼
却
施
設
の
十
五
年
度
中
の
稼
働

を
目
指
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
融
和
施
設
に
つ
い
て

は
、
用
地
取
得
を
行
い
、
造
成
工

事
に
着
手
し
、
併
せ
て
施
設
の
基

本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

高
齢
者
の
た
め
の
事
業
と
し
て

は
、
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実

施
の
観
点
か
ら
介
護
保
険
対
象
外

と
な
る
高
齢
者
へ
の
適
切
な
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
へ
の
生

活
支
援
や
生
き
が
い
対
策
の
充
実

並
び
に
老
人
医
療
の
適
正
な
執
行

を
図
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
、
生
き
が
い

活
動
支
援
通
所
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢

者
生
活
管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
十

三
年
度
か
ら
、
要
介
護
の
高
齢
者

を
抱
え
る
家
族
に
対
し
て
、
現
金

や
紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を

支
給
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
家
族
介
護
慰
労
事
業
と
家
族

介
護
用
品
支
給
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
在
宅
の
要
介
護
高
齢

者
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に

対
し
理
容
・
美
容
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
在
宅
高
齢
者
介

護
予
防
･
生
活
支
援
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
機
能

の
強
化
を
図
る
た
め
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
を
南
流
山

地
区
に
も
拡
大
し
ま
す
。

障
害
者
の
た
め
の
施
策
は
、
平

成
十
四
年
度
か
ら
の
障
害
者
福
祉

施
策
の
制
度
改
革
等
を
踏
ま
え
、

障
害
者
基
本
計
画
を
見
直
す
と
と

も
に
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
精
神

障
害
者
の
居
宅
生
活
支
援
事
業
の

斡
旋
相
談
業
務
が
市
町
村
事
務
と

な
る
こ
と
か
ら
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

の
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
取

得
で
き
る
よ
う
養
成
し
ま
す
。
ま

た
、
心
身
の
発
達
に
心
配
の
あ
る

子
ど
も
に
対
す
る
療
育
相
談
の
場

を
確
保
す
る
た
め
、
つ
ば
さ
学
園

別
棟
に
連
結
す
る
相
談
室
を
整
備

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
祉
手
当
に

つ
い
て
は
、
精
神
障
害
者
の
手
当

生
態
系
に
配
慮
し
た
公
園
･
緑

地
･
水
辺
等
空
間
の
整
備
･
管
理

新
川
耕
地
の
西
深
井
地
先
に
あ

る
湧
水
を
保
全
し
、
湧
き
水
を
通

し
た
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

創
生
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
特
性
に
合
っ
た
良
好
な
市

街
地
整
備

常
磐
新
線
沿
線
整
備
事
業
を
中

心
に
、
市
施
行
の
西
平
井
・
鰭
ケ

崎
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
三
輪
野
山

を
新
設
し
、
こ
れ
ま
で
の
寝
た
き

り
老
人
等
に
対
す
る
手
当
は
、
介

護
保
険
の
導
入
に
よ
り
在
宅
介
護

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
た
こ
と
、

お
よ
び
家
族
介
護
慰
労
事
業
等
の

実
施
に
よ
り
廃
止
し
、
障
害
者
に

つ
い
て
も
、
介
護
保
険
給
付
を
受

け
た
場
合
は
、
手
当
の
額
を
半
額

と
す
る
等
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

整
備
・
開
発
と
自
然
環
境
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
流
山
〜
都
市
基
盤
の
整
備
〜

生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
流
山

〜
生
活
環
境
の
整
備
〜

第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の
円
滑

な
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
を
目
指
し
た

下
水
道
整
備
の
促
進

江
戸
川
左
岸
、
手
賀
沼
の
両
流

域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
を
推
進

ま
す
。
平
成
十
三
年
度
か
ら
は
、

常
磐
新
線
沿
線
整
備
地
区
内
に
お

け
る
公
共
下
水
道
整
備
に
着
手
し

ま
す
。

土
地
利
用
・
生
活
環
境
に
配
慮

し
た
道
路
整
備

豊
か
で
美
し
い
生
活
環
境
の
創

造
今
後
の
本
市
の
環
境
保
全
の
基

本
的
方
向
と
環
境
施
策
の
長
期
的

な
目
標
・
施
策
を
明
ら
か
に
し
、

「
環
境
型
社
会
の
構
築
」「
自
然
の

共
生
」
等
を
根
幹
と
し
て
、
環
境

保
全
の
基
本
的
方
針
と
な
る
環
境

基
本
計
画
を
二
か
年
で
策
定
し
ま

す
。自

然
災
害
・
都
市
災
害
へ
の
備

え
と
予
防

分
署
の
救
急
車
を
普
通
型
救
急

車
か
ら
高
規
格
救
急
車
へ
転
換
し
、

大
規
模
災
害
発
生
時
に
他
県
等
に

派
遣
さ
れ
る
緊
急
援
助
隊
の
活
動

に
必
要
な
装
備
品
の
購
入
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
の
普
通
ポ

ン
プ
自
動
車
の
更
新
を
図
り
、
地

域
住
民
の
安
全
に
努
め
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
安
全
性
と
快
適

性
の
確
保

第
七
次
流
山
市
交
通
安
全
計
画

の
基
本
方
針
等
を
流
山
市
交
通
安

全
対
策
会
議
に
諮
り
な
が
ら
策
定

す
る
と
と
も
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

市
道
南
流
山
・
平
和
台
駅
前
一

号
補
助
幹
線
道
路
拡
幅
改
良
事
業
、

都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
十
一
号

線
道
路
改
良
事
業
等
に
つ
い
て
整

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で

快
適
な
道
路
機
能
を
維
持
し
、
危

険
個
所
を
解
消
し
、
交
通
弱
者
に

対
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
さ
ら
に

進
め
ま
す
。
江
戸
川
新
橋
の
建
設

に
つ
い
て
も
、
早
期
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

安
全
性
と
快
適
性
を
兼
ね
備
え

た
河
川
･
排
水
路
整
備

大
堀
川
三
号
雨
水
幹
線
を
公
共

下
水
道
雨
水
幹
線
事
業
と
し
て
引

き
続
き
進
め
る
ほ
か
、
新
た
に
駒

木
台
排
水
整
備
事
業
を
行
い
ま
す
。

水
需
要
に
応
じ
た
水
道
事
業
の

展
開常

磐
新
線
沿
線
整
備
に
伴
う
水

需
要
の
増
加
に
向
け
、
新
た
な
拡

張
事
業
認
可
申
請
に
必
要
な
事
務

委
託
を
行
う
ほ
か
、
地
震
等
の
災

害
や
渇
水
対
策
の
一
環
と
し
て
、

給
水
車
を
増
車
し
ま
す
。

利
便
性
と
快
適
性
を
重
視
し
た

公
共
交
通
機
関
の
整
備
充
実

柏
市
の
東
武
野
田
線
豊
四
季
駅

南
口
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、

南
北
自
由
通
路
を
整
備
す
る
計
画

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
流
山
市
民

が
同
駅
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、

事
業
費
の
一
部
を
本
市
で
も
負
担

し
ま
す
。

常磐新線の工事が進むJR南流山駅周辺

第19分団に配置された普通ポンプ自動車

ー
ト
貸
与
を
行
う
団
体
へ
の
助
成

を
継
続
す
る
ほ
か
、
防
犯
活
動
の

中
心
的
役
割
を
果
た
す
流
山
市
防

犯
協
会
の
事
業
を
支
援
し
、
平
穏

で
安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

市
民
の
主
体
的
連
帯
活
動
に
支

え
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
　
　

相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
こ
と
し
六

月
、
オ
ー
プ
ン
十
周
年
を
迎
え
る

た
め
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

バ
ス
ツ
ア
ー
等
を
開
催
し
ま
す
。

議
会
の
冒
頭
、
市
長
は
、
平
成
十
三
年
度
に
向

け
た
市
政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針
と
主
要
施
策
、

ま
た
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
基
本
構
想
の
五
つ

の
施
策
項
目
に
基
づ
き
、
主
要
事
業
お
よ
び
新
規

事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
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い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
誰
も
が

で
き
る
生
涯
学
習
の
推
進

市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
流
山
六

丁
目
の
ア
ト
リ
エ
と
そ
の
敷
地
は
、

市
民
等
か
ら
の
要
望
に
沿
っ
て
、

サ
ロ
ン
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
に
使
用

で
き
る
ア
ト
リ
エ
と
し
て
修
復
し
、

新
た
な
生
涯
学
習
施
設
と
し
ま
す
。

個
性
を
生
か
す
教
育
環
境
の
基

盤
充
実

障
害
の
程
度
や
発
達
段
階
・
特

性
に
応
じ
た
児
童
生
徒
お
よ
び
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
障
害

児
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
八

木
北
小
学
校
に
知
的
障
害
学
級
を

開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒

の
体
験
学
習
や
個
性
を
生
か
す
教

育
活
動
の
推
進
を
図
り
、
学
校
の

さらなる充実が期待される
保育所

学
び
、
受
け
継
が
れ
、
進
展
す
る
流
山

〜
教
育
・
文
化
の
充
実
向
上
〜

賑
わ
い
と
活
気
に
満
ち
た
流
山

〜
産
業
の
振
興
〜

公
・
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
構
想
実
現
と

効
率
的
、
効
果
的
な
行
財
政
運
営
〜
行
政
の
充
実
〜

誰
も
が
充
実
し
た
生
涯
を
お
く
る
こ
と

の
で
き
る
流
山
〜
市
民
福
祉
の
充
実
〜

平
成
十
三
年
度
予
算
は
、
二
年

目
を
迎
え
る
流
山
市
基
本
構
想
の

将
来
都
市
像
の
実
現
を
目
指
し
、

基
本
計
画
に
お
け
る
各
施
策
の
実

現
を
図
る
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
必
要
性
・
緊
急
性
、

事
業
効
率
等
に
配
慮
し
な
が
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分

し
、
厳
選
し
た
事
業
を
優
先
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
行
財
政
運
営
シ

ス
テ
ム
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
21
」
を
推
進
し
、

事
業
コ
ス
ト
と
事
業
の
成
果
を
把

握
し
、
費
用
対
効
果
の
測
定
お
よ

び
評
価
に
基
づ
く
政
策
主
導
の
行

財
政
運
営
を
目
指
す
事
業
別
予
算

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

本
市
の
平
成
十
三
年
度
当
初
予

算
案
は
、
一
般
会
計
で
三
百
七
十

八
億
四
千
万
円
、
対
前
年
度
比
で

は
、
九
・
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
り
、
こ
れ
に
、
特
別
会
計
お

よ
び
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
、

七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
六
百
九

十
五
億
八
千
五
百
二
十
八
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

歳
　
入

市
税
に
つ
い
て
は
、
景
気
低
迷

の
影
響
等
に
よ
り
、
増
収
は
期
待

で
き
ず
、
微
増
な
が
ら
も
前
年
並

を
確
保
し
ま
し
た
。
繰
入
金
で
は
、

活
性
化
を
図
る
た
め
、
サ
ポ
ー
ト

教
員
を
派
遣
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
、
常
盤
松
中
学
校
の
校

舎
改
築
事
業
を
進
め
ま
す
。

な
が
れ
や
ま
市
民
文
化
の
継
承

と
醸
成

相
馬
市
教
育
委
員
会
の
協
力
を

得
て
、
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
、
文
化
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
基
盤
づ
く
り

テ
ニ
ス
・
ク
レ
ー
コ
ー
ト
の
フ

ェ
ン
ス
の
取
り
替
え
や
人
工
芝
へ

の
全
面
張
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

国
際
社
会
へ
の
対
応

国
際
交
流
事
業
の
円
滑
な
促
進

を
図
る
た
め
、
国
際
交
流
協
会
を

支
援
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
実
態
の
把
握
に
努
め
、
さ
ら

な
る
円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
が
健
や
か
に

生
ま
れ
育
つ
環
境
づ
く
り

少
子
化
に
よ
り
児
童
数
が
減
少

し
て
い
る
中
で
も
、
乳
幼
児
の
保

育
需
要
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
民
間
活
力
の
導
入
、
職
員
の

適
正
な
配
置
、
保
育
時
間
お
よ
び

保
育
内
容
の
検
討
、
公
民
格
差
の

是
正
な
ど
、
総
合
的
・
計
画
的
に

対
応
し
ま
す
。
市
は
、
公
立
の
施

設
と
と
も
に
私
立
保
育
園
に
対

し
、
そ
の
運
営
を
支
援
す
る
な
ど
、

官
民
が
協
力
し
な
が
ら
、
福
祉
行

政
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

健
康
で
明
る
い
暮
ら
し
づ
く
り

国
の
「
老
人
保
健
法
第
四
次
保

健
事
業
計
画
」
や
「
流
山
市
高
齢

者
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民

の
健
康
保
持
の
た
め
、
引
き
続
き

各
種
検
診
事
業
等
を
実
施
し
ま

す
。成

人
老
人
検
診
事
業
に
つ
い
て

は
、
受
益
者
負
担
に
よ
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
公
平
化
の
観
点
か
ら
、

受
診
者
が
受
診
料
の
一
部
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
で
支
え
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り西

深
井
福
祉
会
館
、
江
戸
川
台

福
祉
会
館
の
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

市
役
所
内
の
障
害
者
用
ト
イ
レ

に
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
ま

工
業
の
強
化
と
新
た
な
産
業
の

創
造産

・
学
・
官
に
よ
る
工
業
振
興

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
支
援
し
ま

す
。誰

も
が
安
心
し
て
働
け
る
産
業

の
創
造

中
高
年
の
雇
用
機
会
の
創
出
お

よ
び
再
就
職
の
推
進
を
図
る
た

め
、
中
高
年
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

多
様
な
方
面
か
ら
の
農
業
の
振

興

す
。
ま
た
、
東
武
バ
ス
株
式
会
社

で
は
、
柏
駅
西
口
発
八
木
中
前
経

由
、
免
許
セ
ン
タ
ー
行
き
の
路
線

バ
ス
に
、
障
害
者
や
高
齢
者
等
に

配
慮
し
た
超
低
床
バ
ス
三
台
を
導

入
す
る
予
定
で
、
本
市
は
、
経
費

の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

首
都
近
郊
農
業
の
利
点
を
生
か

し
、
農
産
物
の
直
売
品
と
し
て
の

イ
チ
ゴ
栽
培
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
流
山
排
水
機
場
施
設
の
延
命

化
を
図
る
た
め
、
千
葉
県
土
地
改

良
事
業
団
体
連
合
会
の
実
施
す
る

適
正
化
事
業
に
加
入
し
、
機
場
施

設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

特
色
あ
る
観
光
の
育
成
と
創
設

流
山
市
観
光
協
会
が
設
立
三
十

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
同
協

会
が
主
催
す
る
記
念
事
業
に
対
し

て
支
援
を
行
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
講
習

会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
が
使
え
る

よ
う
平
成
十
三
年
度
事
業
と
し
て
、

中
学
校
、
高
校
、
大
学
、
公
民
館

等
の
施
設
で
、
五
千
百
人
を
対
象

に
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
、
文
書

の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電

子
メ
ー
ル
等
を
内
容
と
す
る
講
習

会
を
四
月
か
ら
開
催
し
て
い
く
予

定
で
す
。
詳
細
は
、
広
報
等
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

全
庁
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
庁
内
を
パ
ソ
コ
ン
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
ケ
ー
ブ
ル
の
敷

設
を
行
い
、
情
報
の
共
有
化
・
迅

速
化
に
向
け
、
庁
内
基
盤
の
整
備

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
市

区
町
村
を
専
用
の
住
民
基
本
台
帳

通
信
回
線
で
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
に
あ
た
り
、
平
成
十
五
年
の
稼

働
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

地
方
分
権
･
広
域
行
政
へ
の
取

り
組
み

柏
市
・
我
孫
子
市
・
沼
南
町
、

流
山
市
で
構
成
し
て
い
る
東
葛
中

部
地
区
綜
合
開
発
協
議
会
に
お
い

て
、
平
成
十
三
年
十
月
か
ら
、
構

成
団
体
の
市
民
課
窓
口
、
柏
駅
西

口
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
、
住
民
票
等
の
広
域
交
付
が
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
流

山
」
に
基
づ
い
た
行
動
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

平成13年度
予　算　案

総額は695億8,528万円
－市民生活優先の予算を編成－

平
成
十
三
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
長
引
く

景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
本
市
の
行
財
政
運
営
は
、

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
「
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
節
減
合
理
化
、
行
政

執
行
の
簡
素
効
率
化
、
行
政
効
果
の
増
進
等
に
努
め
な
が

ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
民
福
祉
の
増
進
を
第
一

に
市
民
生
活
最
優
先
の
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

事
業
が
本
格
化
す
る
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
の
建
設
に
同
基
金
か
ら

八
千
七
百
八
十
二
万
三
千
円
の
ほ

か
、
財
政
調
整
積
立
基
金
か
ら
十

三
億
円
を
取
り
崩
す
な
ど
で
対
前

年
度
比
百
四
十
五
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
度
比
十

九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
が
、
市
債
は
、
百
十

三
・
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
す
る

な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

市
民
生
活
優
先
の
各
種
事
務
事
業

の
推
進
を
図
る
た
め
の
財
源
確
保

に
努
め
ま
し
た
。

歳
　
出

予
算
総
額
で
対
前
年
度
比
九
・

七
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
に
関
連
す
る
経
費
が

大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

の
も
と
、
経
費
全
般
に
つ
い
て

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」

を
基
本
理
念
に
、
政
策
的
事
業
に

か
か
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
計
画
性
、
必
要
性
、
緊
急
性
等

の
優
先
度
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
市
民
生
活
優
先
の
予
算
編
成

に
努
め
ま
し
た
。

歳入内訳（一般会計） 平成13年度会計別予算の総括表

歳出内訳（一般会計）

1,514,309

530,886

8,535,273

3,452,016

8,917,922

3,877,596

26,828,002

4,917,278

69,585,280

1,490,161

174,183

8,099,330

3,450,853

9,067,122

3,561,194

25,842,843

4,718,149

65,030,992

24,148

356,703

435,943

1,163

△149,200

316,402

985,159

199,129

4,554,288

2.18

0.76

12.27

4.96

12.81

5.57

38.55

7.07

100.00

2.29

0.27

12.45

5.31

13.94

5.48

39.74

7.25

100.00

1.62

204.79

5.38

0.03

△1.65

8.88

3.81

4.22

7.00

土 地 取 得 特 別 会 計

区 分
平成13年度

構成比予算額

千円

37,840,000

％

54.38

平成12年度

構成比予算額

千円

34,470,000

％

53.01

対前年度比較

増減率増減額

千円

3,370,000

％

9.78
一 般 会 計

特
　
別
　
会
　
計

西平井・鰭ケ崎土地
区画整理事業特別会計

国民健康保険特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

老人保険医療特別会計

公共下水道特別会計

計

水 道 事 業 会 計

合 計
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定例市議会
42
議
案
が
審
議
さ
れ
て
い
る
定
例
市
議
会

存続が強く望まれる千葉地方法務局流山出張所

本
市
の
最
終
結
果
は
、
人
口
が

十
五
万
五
百
二
十
人
と
な
り
ま
し

た
。

【
平
成
12
年
度
国
勢
調
査
結
果
】

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
三
十
四

社
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
詳
細
に
つ
い
て
関
係
権

利
者
、
議
会
等
と
も
協
議
を
行
い
、

本
市
の
考
え
方
と
の
整
合
が
図
ら

れ
た
場
合
、
本
計
画
に
組
み
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
調
整
結
果
を
踏

ま
え
、
新
川
耕
地
有
効
活
用
計
画

検
討
委
員
会
等
に
諮
り
な
が
ら
、

本
年
度
内
の
計
画
策
定
に
向
け
、

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
新
川
耕
地
有
効
活
用
計
画
策

定
】土

地
所
有
者
の
意
向
を
十
分
反

映
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、

三
十
五
社
の
企
業
に
対
し
、
新
川

耕
地
へ
の
進
出
意
向
の
ア
ン
ケ
ー

【
千
葉
地
方
法
務
局
流
山
出
張

所
】流

山
出
張
所
の
松
戸
支
局
へ
の

統
合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一

貫
し
て
、
そ
の
存
続
を
強
く
関
係

機
関
に
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
流

山
市
、
青
年
会
議
所
、
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
流
山
支
部
等
の
各
団

体
に
よ
る
反
対
署
名
活
動
、
法
務

大
臣
へ
の
陳
情
等
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
市
を
挙
げ
て
の
運
動

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
去
る
二
月
十

九
日
、
千
葉
地
方
法
務
局
長
が
来

訪
し
、
来
る
六
月
十
一
日
を
も
っ

て
流
山
出
張
所
を
松
戸
支
局
へ
統

合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
旨
の
通
告

を
、
口
頭
で
受
け
ま
し
た
。
そ
の

席
上
、
本
市
の
抱
え
る
常
磐
新
線

沿
線
開
発
等
の
問
題
か
ら
統
合
期

限
を
待
っ
て
欲
し
い
と
、
再
度
強

く
要
請
し
、
書
面
で
の
申
し
出
を

拒
否
し
ま
し
た
。

法
務
局
流
山
出
張
所
の
統
合
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
用
い
て
、
存
続
を
訴
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
議
員
各
位
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
】

（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
焼
却
施
設
の
建
設
用
地

の
取
得
に
つ
い
て
は
、
去
る
二
月

五
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
承
認

を
い
た
だ
き
、
無
事
契
約
を
成
立

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
残
り
ま
し
た
地
権
者

の
皆
様
に
ご
協
力
が
頂
け
る
よ
う

引
き
続
き
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
六
名
、
七
筆
の
ご
了
解
が
得

ら
れ
、
仮
契
約
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
権
者
世
帯
三

十
四
世
帯
の
う
ち
三
十
一
世
帯
、

面
積
に
し
て
三
万
八
千
五
百
十
四

平
方
メ
ー
ト
ル
の
契
約
と
な
り
、

当
初
計
画
し
た
施
設
配
置
に
支
障

を
お
よ
ぼ
さ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
こ

ぎ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
権
者
を
は

じ
め
多
く
の
市
民
、
さ
ら
に
は
議

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

物
と
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

残
り
ま
し
た
地
権
者
の
皆
様
に

対
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
誠
意

を
持
っ
て
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
し
て
、
一
日
も
早

く
事
業
区
域
内
の
用
地
を
取
得
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
地
権
者
お
よ
び
議
員
各
位

に
は
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
流
山
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場

の
変
更
】

「
流
山
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場

の
変
更
」
に
伴
う
都
市
計
画
決
定

に
つ
い
て
は
、
去
る
平
成
十
二
年

十
一
月
二
十
七
日
に
都
市
計
画
審

議
会
に
付
議
し
、
そ
の
後
慎
重
審

議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

二
月
二
十
日
に
原
案
ど
お
り
の
答

申
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。都

市
計
画
審
議
会
の
各
委
員
に

対
し
ま
し
て
は
、
長
期
間
慎
重
審

議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
は
、
都
市
計
画
の
決
定
告

示
に
向
け
て
諸
手
続
き
を
進
め
て

参
り
ま
す
と
と
も
に
、
都
市
計
画

審
議
会
で
の
ご
意
見
を
最
大
限
尊

重
し
、
住
民
合
意
形
成
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

【
地
域
融
和
施
設
整
備
事
業
】

地
域
融
和
施
設
の
用
地
取
得
に

つ
い
て
は
、
鋭
意
努
力
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
年
度
内
に
取
得
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
十
三
年
度
に
先
送
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に

同
意
書
を
い
た
だ
て
い
る
地
権
者

の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
、
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
未
同
意
地
権
者
の

方
々
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
が
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
鋭
意
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

【
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
】

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法

い
わ
ゆ
る
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

が
、
本
年
四
月
か
ら
本
格
施
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

対
象
機
器
と
さ
れ
た
洗
た
く

機
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
、
エ
ア

コ
ン
、
お
よ
び
冷
蔵
庫
の
四
品
目

に
つ
い
て
は
、
五
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
前
後
の
高
い
再
資
源
化
率
の
基

準
が
設
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
排

出
者
は
「
適
正
な
排
出
と
収
集
運

搬
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
要
す
る

費
用
負
担
」、
小
売
業
者
は
「
排

出
者
か
ら
の
引
き
取
り
と
製
造
業

者
等
へ
の
引
き
渡
し
」、
製
造
業

者
等
は
「
引
き
取
り
と
リ
サ
イ
ク

ル
」
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
に
つ
い
て

は
、
昨
年
末
ご
ろ
か
ら
電
気
メ
ー

カ
ー
各
社
か
ら
発
表
さ
れ
、
三
千

円
か
ら
四
千
円
前
後
の
価
格
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
排
出
者
は
、
小

売
業
者
に
引
き
渡
す
際
に
、
こ
の

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
に
加
え
、
収
集

運
搬
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
小
売
業
者
や

自
治
体
が
収
集
運
搬
料
金
を
公
表

し
な
い
た
め
、
全
体
の
負
担
額
を

把
握
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

こ
の
原
因
は
、
第
一
に
、

小
売
業
者
が
他
の
小
売
業
者
よ
り

高
い
収
集
運
搬
料
金
を
設
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
営
業
活
動

に
支
障
を
来
す
こ
と
を
恐
れ
て
い

る
こ
と
、
第
二
に
、
自
治
体
は
小

売
業
者
よ
り
安
い
料
金
を
設
定
す

る
と
、
市
民
が
安
易
に
引
き
取
り

義
務
の
な
い
製
品
ま
で
も
自
治
体

に
引
き
取
り
を
求
め
る
、
い
わ
ゆ

る
「
逆
流
現
象
」
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
、
高
過
ぎ

る
料
金
は
不
法
投
棄
を
誘
発
し
か

ね
な
い
と
懸
念
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
近
隣
市
と
歩
調

を
合
わ
せ
つ
つ
、
安
価
で
質
の
高

い
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
す
る
と
い

う
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
市
に
引
き
取
り
義
務

の
あ
る
四
品
目
に
つ
い
て
も
、
原

則
と
し
て
市
で
は
収
集
せ
ず
に
、

家
電
小
売
店
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
民
間
主
導
の
収
集
体
制
を
基

本
に
据
え
、
現
在
、
家
電
小
売
店

の
組
合
と
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。今

後
も
協
議
を
進
め
て
四
月
の

施
行
時
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

行
う
ほ
か
、
広
報
な
が
れ
や
ま
な

ど
に
よ
り
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

【
中
小
企
業
金
融
安
定
化
特
別

保
証
制
度
】

こ
の
制
度
は
、
国
の
中
小
企
業

貸
し
渋
り
対
策
の
一
環
と
し
て
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
期
間
は
平

成
十
年
十
月
か
ら
平
成
十
三
年
三

月
ま
で
と
限
定
さ
れ
、
そ
の
概
要

は
、
事
業
資
金
の
円
滑
な
調
達
に

支
障
を
来
し
て
い
る
中
小
企
業
者

に
対
し
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証

付
き
の
融
資
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
経
営
の
安
定
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
活
用
に
際
し
て
は
、

市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

本
市
に
お
け
る
、
平
成
十
三
年
一

月
末
現
在
の
認
定
状
況
は
、
一
千

三
百
六
十
七
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
認
定
を
受
け
た

中
小
企
業
者
が
金
融
機
関
等
を
通

じ
て
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
承
諾
を
得
た
保
証
債
務
残
高
と

し
て
、
平
成
十
三
年
一
月
末
現
在

で
、
九
百
六
十
四
件
、
百
五
億
五

千
六
十
九
万
四
千
六
百
九
十
四
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
三
月
末
の
終
了
ま
で
の
間
、

認
定
事
務
で
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
事
務
の
迅
速
化
を
図
り
中

小
企
業
者
へ
の
事
業
資
金
の
円
滑

な
調
達
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
市
老
人
大
学
の
新
名
称
決
定
】

「
老
人
大
学
」
に
代
わ
る
名
称

に
つ
い
て
、
新
名
称
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
二
百
十
三
件
の
応
募
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
長
等
が
中
心
と
な
っ
て
審
査

い
た
だ
い
た
結
果
、「
流
山
市
ゆ

う
ゆ
う
大
学
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
悠
々
自
適
、
優
し
く
助

け
合
う
、
友
人
と
楽
し
く
遊
ぶ
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
字
を
学
生
自
身
が
当

て
は
め
ら
れ
る
よ
う
、
ひ
ら
が
な

で
「
ゆ
う
ゆ
う
」
と
し
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
こ
れ
ま
で
の

年
間
十
回
か
ら
十
三
年
度
は
十
五

回
に
増
や
し
ま
す
。
ま
す
ま
す

若
々
し
く
、
元
気
に
学
び
、
学
ん

だ
事
柄
を
こ
れ
か
ら
も
自
ら
の
た

め
、
子
孫
の
た
め
に
、
郷
土
流
山

の
た
め
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

荒廃化が目立ちはじめ、有効活用が望まれる新川耕地

「ゆうゆう大学」に名称変更する市老人大学

平
成
十
三
年
第
一
回
定
例
市
議
会
の
冒
頭
、
眉

山
市
長
は
、
九
項
目
に
つ
い
て
市
政
の
一
般
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
項
目
は
、「
平
成
十
二
年

度
国
勢
調
査
結
果
」「
新
川
耕
地
有
効
活
用
計
画

策
定
」「
千
葉
地
方
法
務
局
流
山
出
張
所
」「
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
」「
流

山
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
の
変
更
」「
地
域
融
和

施
設
整
備
事
業
」「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」「
中
小

企
業
金
融
安
定
化
特
別
保
証
制
度
」「
市
老
人
大

学
の
新
名
称
決
定
」
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ら
の

項
目
に
つ
い
て
、
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
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覧

常磐自動車道測定結果（平成13年１月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3か月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた
日数）�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均

交通量

若葉台

時　間 15 105 47 22

西初石 東初石 青　田

日 2（0） 8（0） 5（0） 6（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

41,996台 42,324台 84,320台

下　り 合　計

①室内用すべり台付ジャングルジム＝2000
円②西初石中男子制服（160～165㎝）＝3000
円③子ども用自転車（補助輪付可）＝1000円
④プリアンプ又はプリメインアンプ＝相談

⑤カセットデッキ＝相談⑥家庭菜園用小型耕運機＝相談⑦くも
んのカード教材シリーズ＝相談⑧幼児向け絵本＝相談⑨家庭用
電動ドリルおよびねじ切り＝格安⑩アルプスの少女ハイジＴＶ
シリーズビデオ全１０巻＝相談�電子ピアノかエレクトーン＝
3000円�６畳用ウッドカーペット＝相談�一の台幼稚園園服ー
式（110～120㎝）＝相談�子ども用スキーウエアとスキーセット
（110～120㎝）＝格安

第155回

今月は30日に
▽日時＝30日�12時15分～▽場

所＝市役所市民ギャラリ－▽テー

マ＝流山で歌われたわらべうた▽

曲目＝通りゃんせ、子とろ子とろ、

花いちもんめ、ずいずいずっころ

ばしほか▽出演＝岡安弘子、子ど

もたち（うた）、原田万里子（ピ

アノ）

□問社会教育課�50－６１０６

【今回の掲載品を希望する方】
官製ハガキに番号、品名、住所、氏名、電話番号を明記して、23日ま
でにコミュニティ課へ。26日に抽選を行い、提供者から当選者に連絡が
行きます。交渉は当事者間で行い、結果を同課へ報告いただきます。
【次回の掲載を希望する方】
往復ハガキ（１人２点まで）に品名、希望価格（３,000円以下）など
を記入し、23日までに同課へ申し込みください。
【申し込み・問い合わせ】
〒270－0192流山市役所コミュニティ課消費生活係�50－６０７６

������������������
������������������善意用品交換セール

�チャイルドシート＝3000円②ベビーゲー
ト＝無料③男児スキーウエア（100㎝）＝無
料④子機付コードレス電話＝2000円⑤たこ
焼器（新品）＝500円⑥リクルートスーツ

（11号、グレー）＝相談⑦バッグ（黒）＝1000円⑧ブラウス（11号、
白）＝1000円⑨EPSONノートパソコン（win95）＝相談⑩カー
テン２枚（100×160㎝）＝1000円�マウンテンバイク26インチ＝
3000円�こどもチャレンジぷちのビデオ（全７巻）＝2100円�
ショートオーバースーツ（9号）＝800円�ピアノ＝相談	窓用
換気扇（20㎝、新品）＝1000円
洋裁用裁台（座式、100×60×30
㎝）＝無料�おんぶ兼だっこひも（紺）＝1000円�ポーチ型だっ
こひも（紺）＝1000円
におわなくてポイ＝1000円�２ドア冷
蔵庫（435×498×955㎝）＝無料�全自動洗たく機（3㎏、520×
505×850㎝）＝無料�Ａ型ベビーカー＝1000円�バレーレオタ
ード（子ども用Ｍ、黒）と白タイツ（新品）＝相談�女児式用ス
ーツ（紺、115㎝）と靴（黒、20㎝）＝相談�エレクトーンFS-30＝
無料�籐製の木馬＝800円�女児服１箱（80～95㎝）＝1500円�
ウエストポーチ型だっこひも＝無料�ベビースケール＝無料
�24時間風呂保温用品＝3000円�ひろびろカークッション（新
品）＝1000円�乗用玩具（こわしたい放題）＝800円�ファンヒ
ーターガード＝800円�空気清浄機＝3000円�ファンヒーター
ガード＝1500円�お風呂ーと（新品）＝1200円

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
点
訳
初
心
者
コ
ー
ス
）

▽
日
程
＝
４
月
６
日
�
〜
平
成

14
年
３
月
22
日
�（
全
30
回
）▽

時
間
＝
10
時
〜
12
時
▽
場
所
＝

市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
・
在
勤

者
で
全
30
回
参
加
で
き
る
方
／
15

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料

（
教
材
費
は
自
己
負
担
）
▽
申
し

込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
同
セ
ン
タ
ー
へ

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
55
―

３
６
３
８
�
53
―

３
４

３
７災

害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

委
員
会
で
は
、
災
害
時
の
基
礎
知

識
や
人
命
救
助
に
必
要
な
基
礎
的

技
能
な
ど
を
習
得
す
る
こ
と
を
目

的
に
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

平成10年６月に米穀販売小売業の登録を行った方の更新
登録の申請受け付けを実施します。
▽対象＝平成10年６月１日に米穀小売業の登録を受けた
方▽申請期間＝４月２日�から同27日�まで▽提出先＝市
商工課▽申請手数料＝9000円、２店舗目以上は、１店舗に
つき5000円を加算※詳細は問い合わせを
□問県東葛飾支庁産業課�０４７－３６１－２１１６
市商工課�50－６０８５

このコーナーへ情報を掲載したい方は、「広報
ながれやま情報ＢＯＸ掲載申込書」によりお申し
込みください。申込書は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、各福祉会館、森の図書館、市民
総合体育館にあります。申込書に必要事項を記
入し、直接または郵送で秘書広報課へ（ファック
ス50－0111も可）。申し込みが多い場合は、紙面
の都合で掲載できない場合もあります。

【掲載ご希望の方は…】▽
日
程
＝
４
月
10
日
�
・
11

日
�
・
13
日
�
▽
時
間
＝
９
時
〜

17
時
▽
場
所
＝
県
中
央
防
災
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
）
▽
対
象
／
定

員
＝
県
内
在
住
・
在
勤
者
／
40
人

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
９
９
０

０
円
▽
そ
の
他
＝
申
し
込
み
等
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
委
員
会
�
０
３
―

３
５
８
４
―

４
０
８
５
（
10
時
〜
17
時
）

映
画
と
講
演
の
集
い
（
特
定
非

営
利
活
動
法
人
流
山
ユ
ー
・
ア
イ

ネ
ッ
ト
主
催
、
市
教
委
後
援
）

▽
日
時
＝
３
月
30
日
�
13
時

〜
17
時
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
内

容
＝
映
画
「
ホ
ー
ム
・
ス
イ
ー
ト

ホ
ー
ム
」
の
上
映
と
、
こ
の
映
画

を
監
督
し
「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
で

お
な
じ
み
の
映
画
監
督
栗
山
富
夫

さ
ん
に
よ
る
『
映
画
「
ホ
ー
ム
・

ス
イ
ー
ト
ホ
ー
ム
」
で
考
え
た
老

い
と
家
族
』
に
つ
い
て
の
講
演
▽

参
加
費
＝
無
料

□問
流
山
ユ
ー
・
ア
イ
　
ネ
ッ
ト

�
53
―

３
９
１
１

初
心
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
講
習

会
＝
４
月
８
日
�
・
15
日
�
・
22

日
�
い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時
、

東
部
浄
水
場
隣
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

練
習
場
。
先
着
30
人
、
参
加
費
無

料
。
用
具
の
貸
し
出
し
有
り
。
４

月
１
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

を
□問
小
林
�
44
―

１
３
６
５

第
２
回
レ
イ
ン
ボ
ー
・
コ
ン
サ

ー
ト
（
知
的
障
害
者
の
ピ
ア
ノ
・

コ
ン
サ
ー
ト
、
市
教
委
後
援
）
＝

４
月
８
日
�
13
時
30
分
（
開
演
）

〜
、
三
郷
市
文
化
会
館
。
※
入
場

無
料
□問
川
島
�
45
―

２
９
３
２

不
登
校
の
「
子
ど
も
の
居
場
所
」

を
つ
く
る
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
（
市
教
委
後
援
）
＝

４
月
14
日
�
14
時
〜
16
時
30
分
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
一
般
３
０
０
０
円
、

中
学
生
以
下
２
０
０
０
円
（
当
日

券
５
０
０
円
増
）
□問
能
重
�
44
―

１
４
２
５展

　
　
示

★
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
陶
芸
教

室
作
品
展

▽
日
程
＝
３
月
22
日
�
〜
23
日

�
▽
時
間
＝
９
時
〜
19
時
（
22
日

は
13
時
か
ら
、
23
日
は
15
時
ま
で
）

▽
場
所
＝
初
石
公
民
館

□問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
52
―

２
３
７
３

鎌
倉
彫
実
演
・
展
示
会
（
彫
流

会
主
催
）
＝
３
月
21
日
�
９
時
〜

12
時
、
東
部
公
民
館
。
入
場
無
料

□問
森
下
�
73
―

２
２
６
８

第
４
回
子
ど
も
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
展
＝
３
月
23
日
�
〜
25
日
�

９
時
〜
17
時
（
25
日
は
15
時
ま

で
）、
森
の
図
書
館
□問
森
下
�
53
―

６
３
６
０

第
５
回
日
本
春
蘭
展
示
会
＝
３

月
20
日


10
時
〜
17
時
、
東
谷
自

治
会
館
。
入
場
無
料
□問
秋
葉
�
58

―

２
７
６
９

施
策
会
議
傍聴可

★
市
水
道
事
業
運
営
審
議
会

▽
日
時
＝
３
月
28
日
�
13
時
30

分
〜
※
受
け
付
け
は
13
時
〜
▽
場

所
＝
市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

平
成
13
年
度
市
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

□問
水
道
局
庶
務
課
�
59
―

５
３

１
５資

格
・
求
人

千
葉
県
警
察
官
の
募
集

▽
応
募
受
付
＝
３
月
30
日
ま
で

▽
試
験
日
＝
４
月
22
日
�
▽
試
験

会
場
＝
日
本
大
学
生
産
工
学
部
津

田
沼
校
舎
（
習
志
野
市
）

□問
流
山
警
察
署
�
59
―

０
１
１

０
★
流
山
都
市
計
画
公
園
の
関
係

図
書
の
縦
覧

▽
内
容
＝
３
月
５
日
付
け
で
都

市
計
画
公
園
の
変
更
を
し
た
三
輪

野
山
１
号
公
園
ほ
か
３
か
所
の
街

区
公
園
の
関
係
図
書
▽
場
所
＝
県

公
園
緑
地
課
お
よ
び
市
公
園
緑
地

課
□問
県
公
園
緑
地
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

３
９
２
８
／
市
公
園
緑

地
課
�
50
―

６
０
９
２

★
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
の
関

係
図
書
の
縦
覧

▽
内
容
＝
３
月
13
日
付
け
で
変

更
さ
れ
た
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場

の
関
係
図
書
▽
場
所
＝
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�
50
―

６
０
８
４

市
民
テ
ニ
ス
大
会
（
団
体
対
抗

戦
）
＝
４
月
15
日
�
・
22
日
�
・

29
日
�
、
市
庭
球
場
。
男
子
２
組
、

女
子
１
組
（
各
ダ
ブ
ル
ス
）
計
３

組
を
１
チ
ー
ム
と
す
る
団
体
戦
。

参
加
費
１
チ
ー
ム
６
０
０
０
円
と

ボ
ー
ル
３
缶
。
31
日
ま
で
に
申
し

込
み
を
□問
秋
元
�
54
―

５
６
０
６

第
11
回
ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
シ
ョ
ー

ト
テ
ニ
ス
教
室
（
市
教
委
後

援
）
＝
４
月
２
日
�
10
時
〜
12
時
、

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
各
80
組

１
６
０
人
・
先
着
順
）、
吉
田
記

念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー
。
テ
ニ

ス
を
し
た
こ
と
の
な
い
幼
稚
園

児
・
小
学
生
と
親
対
象
。
親
子
１

組
５
０
０
円
。
き
ょ
う
か
ら
電
話

受
け
付
け
□問
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研

修
セ
ン
タ
ー
�
34
―

３
０
３
０

翔
龍
会
（
詩
吟
）
＝
①
毎
週
火

曜
10
時
〜
12
時
、
南
流
山
セ
ン
タ

ー
□問
横
田
�
59
―

０
５
６
７
②
毎

週
木
曜
13
時
〜
16
時
、
主
に
赤
城

福
祉
会
館
□問
中
居
�
59
―

３
８
７

３
。
い
ず
れ
も
入
会
金
１
０
０
０

円
、
月
会
費
２
０
０
０
円

さ
つ
き
会
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
＝

毎
週
金
曜
19
時
〜
21
時
、
初
石
公

民
館
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月

会
費
３
０
０
０
円
□問
大
島
�
54
―

３
８
６
３

市
空
手
道
連
盟
＝
毎
週
日
曜
９

時
〜
12
時
、
市
総
合
体
育
館
。
月

会
費
３
０
０
０
円
□問
張
ケ
谷
�
58

―

３
９
３
３

コ
ス
モ
ス
サ
ー
ク
ル
（
社
交
ダ

ン
ス
）
＝
毎
週
水
曜
19
時
30
分
〜

21
時
、
東
部
公
民
館
。
入
会
金
２

０
０
０
円
、
月
会
費
３
０
０
０
円

□問
岡
田
�
43
―

７
９
２
８

ヨ
ー
ガ
・
足
裏
健
康
法
の
会
＝

毎
週
水
曜
10
時
〜
12
時
、
主
に
赤

城
福
祉
会
館
。
月
会
費
３
０
０
０

円
□問
吉
武
�
58
―

６
８
４
６

英
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
＝

毎
週
水
曜
19
時
〜
21
時
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
。
月
会
費
３
５
０
０
円

□問
梶
原
�
59
―

２
２
１
６

流
山
ダ
ン
ス
同
好
会
（
社
交
ダ

ン
ス
）
＝
①
初
級
・
中
級
…
毎
週

水
曜
13
時
〜
15
時
②
中
級
・
上
級

…
毎
週
水
曜
15
時
〜
17
時
③
初

級
・
中
級
…
毎
週
土
曜
14
時
〜
16

時
、
い
ず
れ
も
文
化
会
館
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
３
０
０

０
円
□問
矢
竹
�
43
―

０
７
３
８

松
沢
ダ
ン
ス
（
社
交
ダ
ン
ス
）

＝
毎
週
土
曜
19
時
〜
21
時
、
北
部

公
民
館
。
定
員
５
人
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
月
会
費
３
０
０
０
円

□問
金
田
�
０
９
０
―

１
７
６
４
―

６
９
３
５
（
13
時
〜
）

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
舞
（
社
交
ダ

ン
ス
）
＝
毎
週
金
曜
19
時
〜
21
時
、

北
部
公
民
館
。
中
級
７
人
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
３
５
０

０
円
□問
柳
澤
�
54
―

５
１
１
６

（
昼
間
）

南
流
山
ハ
リ
ケ
ー
ン
（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
）
＝
毎
週
日
曜
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
よ
り
随
時
、
上
耕
地
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
。
月
会
費
１
５

０
０
円
□問
松
本
�
59
―

６
４
５
７

流
山
吟
詠
会
（
詩
吟
）
＝
①
毎

週
土
曜
13
時
30
分
〜
、
北
部
公
民

館
②
毎
週
水
曜
13
時
30
分
〜
、
初

石
公
民
館
③
毎
週
月
曜
13
時
30
分

〜
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
④

毎
週
日
曜
14
時
〜
、
主
に
流
山
福

祉
会
館
⑤
隔
週
金
曜
13
時
30
分

〜
、
主
に
赤
城
福
祉
会
館
。
い
ず

れ
も
月
会
費
２
０
０
０
円
。
初
心

者
歓
迎
□問
鈴
木
�
58
―

２
８
０
５

か
た
つ
む
り
の
会
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
本
の
拡
大
・
製
本
）

＝
第
３
火
曜
10
時
〜
15
時
、
野
田

市
役
所
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

月
会
費
１
０
０
円
□問
片
山
�
53
―

４
４
６
８

初
石
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
マ

マ
チ
ー
ム
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）
＝
第

１
・
３
・
４
日
曜
13
時
30
分
〜
17

時
、
西
初
石
小
学
校
。
月
会
費
５

０
０
円
□問
大
山
�
55
―

６
７
３
３

わ
か
ば
会
（
実
用
書
道
、
水
墨

画
、
ペ
ン
習
字
）
＝
第
１
・
２
・

３
月
曜
13
時
〜
16
時
、
若
葉
台
自

治
会
館
。
月
会
費
３
０
０
０
円
□問

島
田
�
54
―

２
４
０
３

老
人
大
学
Ｏ
Ｂ
会
＝
第
２
金
曜

13
時
〜
15
時
、
初
石
公
民
館
。
月

会
費
５
０
０
円
□問
藤
牧
�
52
―

５

３
１
８

ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
で
歌
う
会

（
そ
ね
そ
ね
く
ら
ぶ
）
＝
①
第

２
・
４
水
曜
、
青
田
自
治
会
館
②

毎
週
木
曜
、
東
初
石
１
丁
目
自
治

会
館
。
い
ず
れ
も
14
時
〜
16
時
。

会
費
１
回
１
２
０
０
円
□問
曽
根
�

43
―

６
８
６
２

市では､４月から約１年間行う「IT（情報通信技術）講習会」の講
師を募集します。登録を希望する方は、市社会教育課に備え付けの
「流山市人材活用事業登録申請書」を提出してください。
▽対象＝パソコンの基本操作、インターネットの閲覧、電子メール
の送受信等の操作に精通し、かつ、指導ができる方▽勤務先＝市内会
場▽勤務日＝平日、日曜および祝日▽勤務時間＝８時30分～21時30分▽
申請書提出先＝市社会教育課▽受付締切日＝３月30日�
※選考、その他詳細は該当者に別途通知
□問企画調整課�50－６０６４

IT講習会 講師の登録者を募集米穀販売登録小売業の更新手続き
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「
も
っ
と
早
く
気
づ
い
て
い
れ

ば
…
」
こ
ん
な
言
葉
を
耳
に
し
た

こ
と
の
あ
る
方
は
意
外
に
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
で
は
、
い
た
っ
て
元
気
だ

と
思
っ
て
い
て
も
、
が
ん
・
心
臓

病
・
脳
卒
中
を
は
じ
め
と
す
る
生

活
習
慣
病
は
、
初
期
に
は
自
覚
症

状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
気
づ
か

ぬ
う
ち
に
病
気
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
生
活
習
慣
病
は
そ
の
名

の
通
り
、
長
い
間
の
片
寄
っ
た
生

活
習
慣
が
主
な
原
因
で
あ
る
た

め
、
病
気
が
わ
か
っ
て
か
ら
慌
て

て
治
療
し
た
り
、
生
活
習
慣
を
改

善
し
て
も
、
す
ぐ
に
は
治
ら
な
い

事
も
多
い
病
気
で
す
。

定
期
的
な
健
診
は
、
自
覚
症
状

の
な
い
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る

だ
け
で
な
く
、
か
ら
だ
の
状
態
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
習
慣
を

見
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
面
倒
く
さ
い
な
ど
と
言
わ
ず
、

年
に
一
度
は
受
け
ま
し
ょ
う
。

せ
っ
か
く
の
健
診
で
す
か
ら
、

次
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
①
四
十
歳
が
健
診
年

齢
。
生
活
習
慣
病
は
四
十
代
か
ら

増
加
傾
向
②
原
則
と
し
て
年
一
回

は
必
ず
受
け
る
。
昨
年
異
常
が
な

か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
安
心
は
禁

物
③
「
要
精
密
検
査
」
と
い
う
結

果
を
こ
わ
が
ら
な
い
。
要
精
密
検

査
イ
コ
ー
ル
病
気
と
決
ま
っ
た
わ

け
で
は
な
い
④
健
診
結
果
を
生
活

改
善
に
生
か
す
。
健
診
結
果
を
よ

く
見
て
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
振

り
返
る
⑤
通
院
中
の
方
は
日
ご
ろ

か
ら
健
康
管
理
な
ど
主
治
医
と
よ

く
相
談
を
。

日
本
は
、
世
界
一
の
長
寿
国
で

す
。
豊
か
な
老
後
も
「
健
康
」
あ

っ
て
の
こ
と
で
す
。
健
診
を
積
極

的
に
受
け
、
疾
病
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

生
か
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
も
健
診
、
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
実
施
時

期
な
ど
詳
細
は
、
広
報
な
が
れ
や

ま
四
月
一
日
号
や
四
月
下
旬
に
各

家
庭
に
配
布
す
る
「
保
健
だ
よ
り
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
受
診
の
機

会
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
を
。

〈
保
健
推
進
課
　
保
健
婦
〉

自分の健康は自分で守りましょう

市
議
会
議
場
で
写
真
に
収
ま
る
受
賞
者

特にがんばった
小・中学生の君たちに

市長賞表彰授与式

「
平
成
十
二
年
度
市
長
賞
」
の

授
与
式
が
二
月
十
九
日
、
市
議
会

議
場
で
行
わ
れ
、
小
学
生
五
人
、

中
学
生
十
一
人
、
二
団
体
が
受
賞

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
科
学
や
音
楽
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
児
童
・
生
徒
に
毎
年
、
市

長
か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
市
内
教
育
の
発
展
に
貢

献
し
た
教
職
員
へ
の
教
育
委
員
会

表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

【
市
長
賞
・
個
人
】

▽
種
村
修
太
（
八
木
南
小
２

年
／
全
日
本
学
生
児
童
発
明
く
ふ

う
展
恩
賜
記
念
賞
）
▽
須
之
内
摂

（
江
戸
川
台
小
５
年
／
薬
物
乱
用

防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
）

▽
水
代
稔
泰
（
向
小
金
小
５
年
／

千
葉
県
小
中
高
校
書
き
初
め
展
特

別
賞
決
定
席
書
大
会
５
年
文
部
科

学
大
臣
賞
）
▽
堀
内
駿
吾
（
南
流

山
小
２
年
／
全
国
小
中
学
生
通
信

珠
算
競
技
大
会
小
学
校
２
年
生
以

下
の
部
第
１
位
）
▽
堀
内
祥
加

（
南
流
山
小
５
年
／
全
国
小
中
学

生
通
信
珠
算
競
技
大
会
小
学
校
４

年
生
の
部
第
１
位
）
▽
加
藤
麻
美

子
（
南
部
中
３
年
／
千
葉
県
吹
奏

楽
個
人
コ
ン
ク
ー
ル
サ
ク
ソ
ホ
ン

１
位
）
▽
鈴
木
竜
二
（
南
部
中
３

年
／
千
葉
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
陸
上
競
技
共
通
４
×
２
０
０
ｍ

リ
レ
ー
優
勝
）
▽
若
桑
茉
佑
（
南

部
中
１
年
／
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ

コ
ン
ピ
テ
ィ
シ
ョ
ン
東
日
本
Ⅱ
地

区
本
選
会
Ｄ
級
第
１
位
）
▽
石
黒

雅
明
（
南
部
中
３
年
／
「
修
学
旅

行
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
中
学
生
の

部
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
奨

励
賞
）
▽
林
貴
之
（
常
盤
松
中
２

年
／
千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
卓
球
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
）

▽
小
森
智
貴
（
北
部
中
３
年
／
千

葉
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
共
通
４
×
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

優
勝
）
▽
三
好
陽
久
（
東
部
中
３

年
／
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

共
通
男
子
２
０
０
ｍ
第
３
位
・
千

葉
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
共
通
４
×
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

優
勝
）
▽
森
下
雄
太
（
東
部
中
３

年
／
千
葉
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
卓
球
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
）

▽
大
嶋
遥
菜
（
東
深
井
中
１
年
／

千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
柔

道
女
子
70
㎏
級
優
勝
）
▽
篠
田
敬

介
（
八
木
中
１
年
／
関
東
中
学
校

陸
上
競
技
大
会
１
年
男
子
１
０
０

ｍ
第
３
位
・
全
日
本
中
学
校
通
信

陸
上
大
会
千
葉
県
大
会
１
年
男
子

１
０
０
ｍ
第
１
位
）
▽
岸
本
一
美

（
南
流
山
中
２
年
／
全
国
中
学
校

ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大

会
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
競
技
男

子
Ａ
第
２
位
）

【
市
長
賞
・
団
体
】

▽
南
流
山
中
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

（
千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男
子
優
勝
）
▽
東

深
井
中
柔
道
部
（
千
葉
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
柔
道
女
子
団
体
優

勝
）【

教
育
委
員
会
表
彰
】

▽
永
山
真
一
（
鰭
ケ
崎
小
学
校

教
諭
）
▽
神
代
英
美
（
南
部
中
学

校
教
諭
）

青
少
年
や
青
少
年
指
導
者
を
海

外
研
修
に
派
遣
し
、
国
際
的
視
野

を
広
め
、
そ
の
体
験
を
青
少
年
の

健
全
育
成
や
国
際
交
流
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
「
市
青
少
年
等
海

外
研
修
派
遣
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

【
高
校
生
派
遣
】

▽
対
象
＝
市
内
に
３
年
以
上
居

住
し
て
い
る
高
校
生
▽
派
遣
先
＝

ア
メ
リ
カ
（
７
月
25
日
〜
８
月
８

日
）
▽
参
加
金
＝
45
万
円
（
自
己

負
担
15
万
円
）

【
青
少
年
派
遣
】

▽
対
象
＝
市
内
に
３
年
以
上
居

住
し
て
い
る
18
歳
〜
25
歳
の
市

民
▽
派
遣
先
＝
①
ア
メ
リ
カ
（
７

月
25
日
〜
８
月
８
日
）
②
カ
ナ
ダ

（
７
月
25
日
〜
８
月
８
日
）
▽
参

加
金
＝
45
万
円
（
自
己
負
担
15

万
円
）

【
青
少
年
指
導
者
派
遣
】

▽
対
象
＝
市
内
に
３
年
以
上
居

住
し
て
い
る
25
歳
〜
50
歳
の
市

民
で
、
市
内
青
少
年
関
係
団
体
に

加
入
し
、
青
少
年
の
育
成
指
導
に

携
わ
っ
て
い
る
方
▽
派
遣
先
＝
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
（
11
月
９
日
〜
11
月

23
日
）
▽
参
加
金
＝
60
万
円

（
自
己
負
担
20
万
円
）

※
学
年
、
年
齢
は
い
ず
れ
も
平

成
13
年
４
月
１
日
現
在

【
募
集
要
領
】

▽
派
遣
人
数
＝
合
計
５
人
程
度

▽
費
用
＝
�
世
界
青
少
年
交
流
協

会
に
納
め
る
参
加
金
に
つ
い
て
、

市
が
３
分
の
２
以
内
を
補
助
（
３

分
の
１
お
よ
び
派
遣
前
の
研
修
費

な
ど
は
自
己
負
担
）
▽
選
考
方

法
＝
論
文
審
査
、
面
接
（
第
２
次

面
接
は
英
会
話
あ
り
）
▽
募
集
説

明
会
＝
４
月
１
日
�
10
時
か
ら
中

央
図
書
館
で
開
催
▽
申
し
込
み
＝

４
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
に
青
少

年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

市内在住の外国人で日本語が不自由な方のために開設し
ている日本語講座に、４月から学習中に幼児を預かる託児
室を設置することになりました。
ご近所の外国人で希望する方がいたら知らせてあげてく
ださい。
▽開催日＝毎月第２・３・４水曜（ただし、７月第４水
曜、８月は休講）▽時間＝10時～11時30分▽会場＝文化会
館▽受講料＝無料▽申し込み＝事前に電話で文化会館へ
□問文化会館�58－３４６２

在日外国人に朗報！日本語講座に託児室を設置

青
少
年
を
海
外
に
派
遣

説
明
会
は
来
月
１
日
に

近
く
て
遠
い
国
ア
ジ
ア
諸
国
の

社
会
、
文
化
、
歴
史
、
政
治
な
ど

を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
と

日
本
の
在
り
方
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か

―
。

「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
」
と
題

し
、
５
回
に
分
け
て
市
民
教
養
講

座
（
国
際
理
解
シ
リ
ー
ズ
）
を
開

催
し
ま
す
。

東
洋
学
園
大
学
の
先
生
を
講
師

に
、
分
か
り
や
す
い
講
義
と
映
像

で
ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本
の
関
係
に

つ
い
て
解
説
を
し
て
く
れ
ま
す
。

▽
日
程
＝
４
月
７
日
・
14
日
、

５
月
26
日
、
６
月
16
日
・
30
日
の

土
曜
（
全
５
回
）
▽
時
間
＝
13
時

30
分
〜
15
時
▽
場
所
＝
文
化
会
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
（
成

人
）
／
50
人
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
市

民
教
養
講
座
」
受
講
希
望
、
住
所
、

氏
名
、年
齢
、性
別
、職
業
、電
話
番

号
（
返
信
用
に
も
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
）を
明
記
し
、３
月
29
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１

６
３
流
山
市
加
１
―

１
６
―

２
流
山

市
文
化
会
館
市
民
教
養
講
座
係
へ

□問
文
化
会
館
�
58
―

３
４
６
２

好
評
の
市
民
教
養
講
座

今
回
は
「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
」

市民教養講座

ア
ジ
ア
に
つ
い
て
学
ん
で
み
よ
う

国
際
理
解
シ
リ
ー
ズ

「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
」
を
開
催

流山市民芸術劇場では、市民参加によるコンサート「心の歌、日本の抒

情Ⅱ」を７月15日に開催します。同実行委員会では、舞台に立つ小・中学

生の合唱団員を募集しています。今回で、３回目を迎えるこのコンサート

では、20世紀から歌い継がれている中山晋平（作曲家）の曲のほか、日本

の童謡など数々の曲目を予定しています。

主な出演者は、ゲストに藤原歌劇団の鹿野章人（バリトン）さん、指揮

者に山舘冬樹さん、演出には大島尚志さんを迎えて行われます。

▽公演日＝７月15日�▽募集人数＝小・中学生30人▽練習日＝３月17日

から週１回程度▽申し込み＝電話で社会教育課へ

□問社会教育課�50－６１０６

集まれ！歌うことが好きな子どもたち
市民芸術劇場で小・中学生の合唱団員を募集中


